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平成２８年度

第６回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①平成２８年第２回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

②平成２８年度大分県高等学校未来を創る学び推進フォーラムについて

（３）その他
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【内 容】

１ 出席者

教育長 工 藤 利 明

委 員 委員 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 松 田 順 子

委員 首 藤 照 美

欠席委員 高 橋 幹 雄

事務局 教育次長 宮 迫 敏 郎

教育次長 岩 武 茂 代

教育次長 木 津 博 文

参事監兼教育財務課長 森 﨑 純 次

教育改革・企画課長 能 見 駿一郎

教育人事課長 藤 本 哲 弘

義務教育課長 米 持 武 彦

生徒指導推進室長 樋 口 哲 司

特別支援教育課企画班課長補佐（総括） 木 村 文美枝

高校教育課長 姫 野 秀 樹

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 佐 藤 晃 洋

体育保健課長 井 上 倫 明

屋内スポーツ施設建設推進室長 山 上 啓 輔

教育改革・企画課主幹 伊 藤 功 二

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 ２ 名
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開会・点呼

（工藤教育長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、高橋委員が欠席です。

ただいまから平成２８年度 第６回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（工藤教育長）

本日の議事録の署名委員でございますが、林職務代理者にお願いした

いと思います。

会期の決定

（工藤教育長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりです。

会議の終了は１４時０５分を予定しています。

よろしくお願いします。

（工藤教育長）

議事に入る前に、私の方から一言申し上げたいと思います。

今、お手元に「改革の継続と発展について」という文書をお配りして

います。８年前の６月に大変な不祥事が発生しました。それ以来、改革

に向けていろんな努力をしてきましたけれども、すでに８年という時間

が経過し、まだ裁判は継続中という状況にあります。

我々は、このとき以来、改革に向けて全力で取り組んできました。こ

の３月には「『教育県大分』創造プラン２０１６」という形で前を向い

た計画を作って、何としても大分は教育県だという誇りを持って子ども

たちにしっかり教えていきたい、ということでやってきています。これ

までも少しずつ成果が出てきているのではないかと思っています。まだ

まだやるべきことは沢山ありますが、その時はいつもこの２０年の時点

に返って、決して後戻りすることのないように、しっかり改革を進めて
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いくことが必要だと思っておりますので、今日、改めてこのような形で

文書にさせていただきました。

皆さんと一致団結して、またしっかり取組を進めていきたい、そして

「教育県大分」を創り上げていきたいと思いますので、どうかよろしく

お願いします。

議 事

（工藤教育長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第１号議案については、人事に関する案件ですので、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第１４条第７項ただし書の規定により、これ

を公開しないことについて委員の皆さんにお諮りいたします。

公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、第１号議案については、非公開といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【報 告】

①平成２８年第２回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

（工藤教育長）

それでは、報告第１号「平成２８年第２回定例県議会議案に対する教

育委員会の意見について」能見教育改革・企画課長から報告いたします。

（能見教育改革・企画課長）

報告第１号「平成２８年第２回定例県議会議案に対する教育委員会の

意見」について説明いたします。

資料の３ページをご覧ください。平成２８年第２回定例県議会に上程
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された議案のうち、教育委員会関係分として、中ほどの議案名にござい

ます「平成２８年度大分県一般会計補正予算（第３号）関係部分」、「大

分県立学校職員及び大分県市町村立学校県費負担教職員定数条例の一部

改正について」、「平成２７年度大分県一般会計補正予算（第５号）関係

部分」の３件の議案につきまして、地教行法第２９条の規定により、知

事から教育委員会の意見を求められたところでございます。

本来ですと知事への回答にあたり、教育委員会で議決していただくと

ころでございますが、日程の都合上、協議できませんでしたので、大分

県教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代

理させる規則第３条第１項に基づきまして、教育長が臨時代理として処

分したところでございます。

資料２ページのとおり異議のない旨回答しておりますので、規則の規

定に基づきまして、報告させていただくものでございます。

議案の内容等につきましては、担当課長より順次説明いたしますので、

よろしくお願いいたします。

（森﨑参事監兼教育財務課長）

資料の４ページをお開きください。第６５号議案「平成２８年度大分

県一般会計補正予算（第３号）」の教育委員会所管分について説明いた

します。

資料の９ページに記載しております第１０款「教育費」及び第１１款

「災害復旧費」の補正は、今般の熊本地震で被災した学校施設及び文化

財の復旧に要する経費でございます。

続きまして、資料の２１ページをご覧ください。教育委員会の補正予

算額は表の一番下、二重線で囲んだ欄の右から２列目にありますとおり、

８，７５７万３千円の増額です。この結果、補正後の予算総額は、その

右の欄にありますように、１，１３８億８，１３３万円となります。

次に事業費について説明いたします。資料の２２ページをご覧くださ

い。１つ目の「県立学校施設災害復旧事業」５，６９１万４千円は新規

事業です。これは被災した由布市にあります由布高校など１２の高等学

校と同じく由布市にあります由布支援学校など８つの特別支援学校の復

旧を行うものです。

２つ目の「文化財保存事業費補助事業」３，０６５万９千円の増額で

す。これは被災した竹田市にあります岡城跡など６か所の国指定文化財

と日田市にあります永山城跡など１２か所の県指定文化財の復旧を行う

市町村等に対して助成するものです。なお、地震による文化財被害の状

況を鑑みまして、災害時の単年度補助上限額１５０万円を廃止すること

としております。

以上でございます。
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（藤本教育人事課長）

資料の１２ページをお開きください。第７５号議案「大分県立学校職

員及び大分県市町村立学校県費負担教職員定数条例の一部改正」につい

て説明いたします。

これは、平成２８年５月１日を基準日とする学校基本調査の結果、児

童・生徒数が確定したことに伴い、県立学校職員及び市町村立学校県費

負担教職員の定数が変動したので、改正を行うものでございます。

詳細につきましては、２３ページをご覧ください。「１ 改正の内容」

につきましては、ただいま説明したとおりでございます。「２ 増減の

内訳」をご覧ください。県立学校職員につきましては、高等学校では閉

校に伴う法定数の減等により４０人の減、特別支援学校では県単定数の

減等により９人の減、県立中学校では長期派遣研修により１人の増、合

わせて４８人の減となっております。市町村立学校職員につきまして、

小学校では児童数の減及び統廃合等により９７人の減、中学校では生徒

数の減及び統廃合等により５８人の減、合計１５５人の減となっており

ます。

２４ページは新旧対照表、２５ページは定数条例の概要を掲載してお

ります。

以上でございます。

（森﨑参事監兼教育財務課長）

資料の１４ページをご覧ください。地方自治法第１７９条第１項の規

定に基づき専決処分を行った第２号報告「平成２７年度大分県一般会計

補正予算（第５号）」について、教育委員会所管分を説明いたします。

資料の１９ページをご覧ください。第１０款「教育費」は、平成２７

年度の超過勤務手当及び教職員等教育関係者の退職手当が確定したこと

と、遺贈を受けた六本木ヒルズのマンションを売却し、その売却金を県

有施設整備基金に積み立てたことによるものでございます。

資料の２６ページをお開きください。この表は、平成２７年度の超過

勤務手当の状況をまとめたものです。表の一番右側の列の「補正額」の

一番下の「合計」欄にありますとおり、３，５５３万９千円の減額とな

っております。

次に、２７ページをご覧ください。この表は平成２７年度の退職手当

の状況をまとめたものです。今回確定しました退職者数の内訳は、表の

中ほど、「所要額（Ｂ）」の「人数」の列の一番下の「合計」欄にありま

すとおり、定年退職３１１人、早期退職１２３人、自己都合による退職

３２人の合わせて４６６人となっております。これは見込みを２１人下

回るものです。これにより、退職手当は一番右側の列、「補正額（Ｂ）

－（Ａ）」の「金額」の列の一番下「合計」欄にありますとおり、３億

６，１５９万１千円の減額となっています。
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続いて、２８ページをご覧ください。これは遺贈物件であります六本

木ヒルズマンションの処分の状況をまとめたものです。資料の「２ 処

分方法等」にありますとおり、本年２月２６日に一般競争入札を実施し、

予定価格の１億４，０７８万８，８８０円に対し、１億９，２００万円

で落札されましたので、「３ 売買契約」にありますとおり３月１７日

に落札額と同額で契約しました。これにより、資料一番上の「歳入」の

表の右端「補正額（Ｂ）－（Ａ）」欄にありますとおり、５，１２１万

２千円の差額が生じましたことから、その下「歳出」の表の枠外にあり

ますとおり、同額を県有施設整備基金に積み立てることとしたものです。

以上、超過勤務手当の減額、退職手当の減額、基金積立金の増額をす

べて合計いたしますと、３億４，５９１万８千円の減額となり、これを

教育費から減額しております。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（工藤教育長）

よろしいでしょうか。

それでは、次の報告に移ります。

②平成２８年度大分県高等学校未来を創る学び推進フォーラムについて

（工藤教育長）

次に、報告第２号「平成２８年度大分県高等学校未来を創る学び推進

フォーラムについて」姫野高校教育課長から報告いたします。

（姫野高校教育課長）

報告第２号「平成２８年度大分県高等学校未来を創る学び推進フォー

ラムについて」報告いたします。本フォーラムは新しい時代の高等学校

教育の在り方について、学校・家庭・地域に向けて情報発信をし、共通

理解を図ることを目的として実施します。期日は平成２８年７月１日、

県教育センターで実施いたします。

資料２ページをご覧ください。この表は高大接続改革のスケジュール

を平成２８年３月３１日発表の高大接続システム改革会議最終報告から

抜粋したものです。表の上から４段目「『高等学校基礎学力テスト（仮

称）』の導入」は平成３１年度から試行実施の予定、その下「『大学入学

希望者学力評価テスト（仮称）』の導入」は平成３２年度から実施され

る予定となっています。
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これらの実施に向けて、表の２段目が「学習指導方法の改善、教員の

指導力の向上」、３段目が「多面的な評価の充実」、一番下の段が「個別

大学における入学者選抜改革」のそれぞれのスケジュールとなっており、

高校と大学が一体となって子どもたちの学力向上に向けて動いていく予

定となっています。

本県におきましても、自ら課題を見つけ、主体的にまた他と協働して

解決を図る力を育成するために授業改善を推進しているところです。

１ページにお戻りください。この目的、意義を共有するために、昨年

度からフォーラムを実施しております。対象といたしまして、学校関係

者のほか、ＰＴＡ関係者、学校評議員にも広げて実施を考えているとこ

ろでございます。

内容といたしまして、始めに、「新しい時代に必要な学びと人材、そ

して目指すべき社会像」と題した特別講演を緒方功治氏に行っていただ

く予定です。緒方氏は元インテル株式会社のイノベーション政策推進部

長で、現在はＮＰＯにて社会的な課題の解決を目指すため、その立ち上

げに尽力されている方です。その後、基調講演といたしまして、沖清豪

氏にお話しいただきます。この方は早稲田大学の入試開発オフィス長で

ございますが、高大接続システム改革会議のメンバーで、その会議の中

のお話や具体的な検討に関わっていらっしゃることから、今後の改革の

狙いや動向についても伺うことができると考えています。その後、シン

ポジウムといたしまして、沖様、緒方様をはじめとした方々で、「自ら

探究する生徒の育成に向けて」ということで話を進めていきます。

７月１日開催ですので、直前のご案内となりましたが、お時間がござ

いましたら、教育委員の皆様にも本フォーラムにご参加いただければと

思います。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（林職務代理者）

小中学校の先生方も対象となっていますが、制限なしに来てよいとい

うことでしょうか。

（姫野高校教育課長）

はい、そうです。授業日ですので、難しいかもしれませんが、そのよ

うに考えています。

（工藤教育長）
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参加できる方は、どうぞよろしくお願いします。

（工藤教育長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

では、先に非公開と決定しました議事を行いますので、関係課室長の

み在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（工藤教育長）

それでは、第１号議案「教職員の懲戒処分について」提案しますので、

藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、第１号議案の承認についてお諮りいたします。第１号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

（工藤教育長）

それでは、最後にその他、何かございませんか。
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【その他】

①平成２８年度大分県高等学校未来を創る学び推進フォーラムについて

（松田委員）

先ほど説明のあった大分県高等学校未来を創る学び推進フォーラムの

中で、新しい時代の高等学校教育の在り方についてということで、公立

高校だけでなく、私立高校も対象にしていることはわかりますが、小中

学校の先生方も対象にしています。どういうことを学んでほしくて、小

中学校の先生を対象にしているのでしょうか。

（岩武教育次長）

高大接続改革の流れの中、平成３２年に大学入試が大きく変わります

ので、そこに向かって、高校も中学校も授業改善を進めています。その

ような流れを小学校、中学校の先生にもわかっていただきたい、また、

その流れの中で小中学校でも授業改善を進めていただきたいということ

です。

（松田委員）

平成３２年に変わる大学入試を目指すということはわかりますが、小

学校や中学校では、自分は何がしたいか、自分は何が学びたいか、自尊

感情なども考えながら授業を組み立てていかないといけないと思いま

す。大学入試が変わるから、小中学校でも変わりましょうという狭い意

味の授業改善ではないと思います。だから、学力向上とか大学入試、国

の動きなどよりも、自ら課題を見つけ自ら学ぶ、そういうことを考えて

いかなければならないと思います。一人ひとりの児童・生徒の要求に応

えていける先生を育てていただきたいのです。いろいろな国を見ている

と、先生の資質・能力というのは児童・生徒の要求に応えることだと考

えられています。授業改善も去ることながら、狭い意味の学力向上より

も、人間としての育成の部分もありますので、目指す人間像へ向けて自

分はどうすればよいのか、そういうところを先生方には学んでほしいと

思っています。ただ、今回のフォーラムでは「学校・家庭・地域に向け

て情報発信し」とありますが、何を情報発信するのか、学校・家庭・地

域の連携と言いますが、学校は何をするのか、家庭は何をするのか、地

域は何をするのか、そこの情報発信が弱いように思います。また、「新

しい時代の高等学校教育の在り方」という大きなテーマを掲げています

が、学習指導要領の改訂を新しい時代と捉えているのか、グローバル人

材の育成を新しい時代と捉えているのか、この新しい時代というものに
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対する教育委員会の思いをもっとわかりやすく発信した方がよいのでは

ないかと思いますが、いかがでしょうか。

（岩武教育次長）

「未来を創る学び」というのは、高大接続改革に向けた授業改善の中

で行っているものです。松田委員が言われたように、これから求められ

る学力というのは知識だけではなく、思考力や創造性だと思います。ま

さに、そういう力を授業のみならず、学校での教育活動全体を通じて思

考力・判断力・表現力を育てていこうというのが今の授業改善の流れで

す。今回の講演についても、企業の方には社会が求めている力について

語っていただく、これを踏まえて、大学の方には大学はなぜ今変わろう

としているのか、どのような方向に変わろうとしているのか、学生にど

のような力を求めているのかを話していただきます。そういう大きな流

れの中でどう生徒を育てていくのかをシンポジウムで話し合っていただ

く予定にしています。高校の授業は今までの知識・技能偏重型から子ど

も主体の授業へ大きく変わろうとしています。この流れを学校関係者だ

けでなく、広く保護者にも知っていただきたいということから、このフ

ォーラムを開催します。松田委員の言われた人間性の育成も理解してい

ますが、今回は高大接続改革にテーマを絞って実施するということです。

小中学校からの参加者は多くはありませんが、この流れに関心のある方

の参加だと思っています。

（松田委員）

そうであれば、講演に文部科学省の方に来ていただいて、大学改革の

流れを話していただけばよかったのではないでしょうか。なぜ早稲田大

学の方なのでしょうか。早稲田大学には早稲田大学の建学の精神があり

ますし、早稲田大学の入試開発オフィス長とありますが、私立大学の生

き残り対策を聞くよりも、文部科学省の方の講演の方がよいのではない

でしょうか。私も大学の研修であれば文部科学省の方に来ていただきま

すし、子育て支援なら厚生労働省の方に来ていただき、偏りのないよう

にします。なぜ早稲田大学という私立大学の方を選ばれたのでしょうか。

（岩武教育次長）

早稲田大学の方というよりも、この方は高大接続システム改革会議の

委員をされていましたので、そういう面での話を聞かせていただければ

と考えました。松田委員のご意見は来年度の開催に向けて参考にさせて

いただきたいと思います。

（松田委員）

人選についてはもっとわかりやすく、高大接続システム改革会議の委
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員というような説明をしていただければよかったと思います。

（岩崎委員）

私はすばらしいメンバーを選んでいただいたと思っています。インテ

ルは時代の先端を走っている企業ですし、シンポジウムには経済界から

橋本さんが出られていますが、非常に先進的な考えをもっておられる方

です。それに学校関係者や大学入試の関係の方で、バランスのとれたメ

ンバーではないかと思います。松田委員からご意見が出されましたので、

私の印象を少しだけ話させていただきました。

（工藤教育長）

ご意見ありがとうございました。

いろいろな視点がありますし、また、いろいろなアプローチをしない

と、この大きな流れを伝えるのは難しい面があります。高校だけでなく

小中学校にも大きな流れが押し寄せてきますので、このフォーラムに限

らず、いろいろな形で対応していきたいと思います。

（工藤教育長）

他にございませんでしょうか。

ないようですので、これで平成２８年度第６回教育委員会会議を閉会

します。

お疲れ様でした。



平成28年度第6回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２８年６月２８日（火）

１３：３５～１４：０５

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①平成２８年第２回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

②平成２８年度大分県高等学校未来を創る学び推進フォーラムについて

（３）その他

４ 閉 会
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に
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会
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県
教
育
委
員
会
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権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
教
育
長
に
委
任
し
又
は
臨
時
に
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理
さ
せ
る
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則
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昭
和
三
十
五
年
大
分
県
教
育
委
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会
規
則
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五
号
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三
条
第
一
項
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同
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定
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二
十
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年
六
月
二
十
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日
提
出

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長

工

藤

利

明
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（１）付託案件の審査
　　 第６５号議案　平成２８年度大分県一般会計補正予算（第３号）について

（単位：千円）

補正予算額 計

１０ 　教育費 ① 121,359,633 35,532 121,395,165

　　教   育   総   務   費 4,873 11,055,056

② 6,276,311 4,873 6,281,184

4,773,872 4,773,872

２ 　　小     学     校     費 41,377,651 41,377,651

３ 　　中     学     校     費 24,920,798 24,920,798

４ 　　高   等   学   校   費 29,177,245 29,177,245

５ 　　特 別 支 援 教 育 費 9,864,278 9,864,278

６ ③ 1,289,565 1,289,565

　　社   会   教   育   費 2,469,763 30,659 2,500,422

８     保   健   体   育   費 1,210,150 1,210,150

１１ 　災害復旧費 ３
　　県  立  学  校  施  設
    災  害  復  旧  費

④ 56,914 56,914

113,793,757 87,573 113,881,330

　　大　　　　 学 　　　　費
　（企画振興部
　　　　・福祉保健部所管）

款

７

平成２８年度６月補正予算　歳出（教育委員会）

既決予算額

１

項

教育委員会所管分計（①－②－③＋④）

　（うち教育委員会所管）

11,050,183

　（うち福祉保健部
　　　　　・生活環境部所管）
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（部局名：教育委員会） （単位：千円）

0

＜56,914＞

(56,914)

55,580

＜30,659＞

(86,239)

平成２８年度一般会計６月補正予算案の概要（教育委員会関係）

事　業　名
既決予算額

＜補正予算案＞
（累計予算額）

事　業　の　概　要 所 管 課

　被災した県立学校施設を復旧する。
　・高等学校　由布高校（由布市）など１２校
　・特別支援学校　由布支援学校（由布市）など８校

文化財保存事業費補
助事業

1

2

（被災地支援寄附金活用事業）

県立学校施設災害復
旧事業

教育財務課

　被災した文化財の復旧を行う市町村等に対し助成する。
　・国指定文化財　岡城跡（竹田市）など６か所
　・県指定文化財　永山城跡（日田市）など１２か所
　地震による文化財被害の状況に鑑み、災害時の単年度補助上
限額（１５０万円）を廃止する。

文化課

新
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大分県立学校職員及び大分県市町村立学校県費負担教職員定数条例の一部改正（案）

１ 改正の内容

平成２８年５月１日を基準日とする学校基本調査の結果、県立学校及び市町村立学校

の生徒収容定員、児童生徒数及び学級数が確定したため、大分県立学校職員及び大分県

市町村立学校県費負担教職員定数条例第３条第１項各号の職員の定数を次のように改正

する。

第１号（ 県 立 学 校 職 員 ） 第２号（市町村立学校県費負担教職員）

改正後 ３，５５７人 ７，２０５人

改正前 ３，６０５人 ７，３６０人

増減 △４８人 △１５５人

２ 増減の内訳

（１）県立学校関係

高等学校 特別支援学校 中学校 計

改正後 ２，４４１人 １，０８９人 ２７人 ３，５５７人

改正前 ２，４８１人 １，０９８人 ２６人 ３，６０５人

増 減 △４０人 △９人 １人 △４８人

（２）市町村立学校関係

小学校 中学校 計

改正後 ４，５９２人 ２，６１３人 ７，２０５人

改正前 ４，６８９人 ２，６７１人 ７，３６０人

増 減 △９７人 △５８人 △１５５人

［資料＿報告①］
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大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
大
分
県
条
例
第
二
十
一
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

第
一
条

・

第
二
条

（
略
）

第
一
条

・

第
二
条

（
略
）

（
定
数
）

（
定
数
）

第
三
条

職
員
の
定
数
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
三
条

職
員
の
定
数
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

県
立
学
校
職
員

三
、
五
五
七
人

一

県
立
学
校
職
員

三
、
六
〇
五
人

二

市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員

七
、
二
〇
五
人

二

市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員

七
、
三
六
〇
人

２

（
以
下
略
）

２

（
以
下
略
）
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教
職
員
定
数
に
つ
い
て

定
数
と
は
・
・
都
道
府
県
に
置
く
べ
き
義
務
教
育
諸
学
校
、
公
立
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
の
総
数

○
地
教
行
法
第
３
１
条
第
３
項
・
・
・
職
員
の
定
数
は
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

○
地
教
行
法
第
４
１
条
第
１
項
・
・
・
県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
は
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る

「
大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
」
で
定
め
て
い
る

教
職
員
定
数
の
積
算
方
法

大
分
県
の
場
合

＜
平
成
２
７
年
度
の
定
数
＞
県
立
学
校
職
員

３
，
６
０
５
人

市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員

７
，
３
６
０
人

＜
平
成
２
８
年
度
の
定
数
＞
県
立
学
校
職
員

３
，
５
５
７
人
（
△
４
８
人
）

市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員

７
，
２
０
５
人
（
△
１
５
５
人
）

○
義
務
標
準
法
施
行
規
則
第
２
条
・
・
・文
部
科
学
大
臣
は
、
毎
年
度
、
５
月
１
日
現
在
の
教
職
員
定
数
及
び
標
準
学
級
数
に
関
す
る
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
数
報
告
の
添
書
に
お
い
て
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
児
童
・
生
徒
数
は
、
当
該
年
度
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
同
日
現
在
の
数
と
さ
れ
て
い
る
。

※
高
等
学
校
に
お
い
て
は
同
調
査
の
同
日
現
在
の
課
程
数
、
学
科
数

【参
考
】収
容
定
員
数
及
び
児
童
・生
徒
数
の
前
年
度
比
較

※
義
務
標
準
法
・
・
・
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律

※
学
校
基
本
調
査
・
・
・
統
計
法
に
基
づ
く
指
定
統
計
調
査

毎
年
度
の
定
数
報
告
及
び

条
例
改
正
が
必
要

小
学
校

中
学
校

合
計

H
28

５
９
，
１
６
９

２
９
，
５
３
５

８
８
，
７
０
４

H
27

５
９
，
６
３
３

２
９
，
９
６
２

８
９
，
５
９
５

増
減

△
４
６
４

△
４
２
７

△
８
９
１

高
等
学
校
※

H
28

２
４
，
９
２
０

H
27

２
５
，
３
６
０

増
減

△
４
４
０

※
高
等
学
校
は
収
容
定
員
数
を
記
載
し
て
い
る
。

○
県
立
学
校

○
市
町
村
立
学
校

特
別
支
援
学
校

中
学
校

合
計

１
，
２
７
５

３
５
９

１
，
６
３
４

１
，
２
５
３

３
５
８

１
，
６
１
１

２
２

１
２
３
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　　　第２号報告　平成２７年度大分県一般会計補正予算（第５号）について

（単位：千円）

費 目 既決予算額 所要額 補正額

事 務 局 費 113,268 111,946 △ 1,322

小 学 校 費 42,568 32,635 △ 9,933

中 学 校 費 51,958 39,680 △ 12,278

高等学校総務費 46,702 37,402 △ 9,300

盲 ろ う 学 校 費 1,968 1,077 △ 891

支 援 学 校 費 12,349 10,534 △ 1,815

合 計 268,813 233,274 △ 35,539

平成２７年度教育委員会関係超過勤務手当の状況

（１）付託案件の審査
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　　　第２号報告　平成２７年度大分県一般会計補正予算（第５号）について

（単位：人、千円）

人数 金　　額 人数 金　　額 人数 金　　額

定年 5 120,230 4 103,389 △ 1 △ 16,841

早期 2 37,648 0 0 △ 2 △ 37,648

自己
都合 1 12,375 2 6,567 1 △ 5,808

計 8 170,253 6 109,956 △ 2 △ 60,297

定年 179 4,230,580 172 4,026,977 △ 7 △ 203,603

早期 65 1,497,341 71 1,667,768 6 170,427

自己
都合 11 145,519 10 113,005 △ 1 △ 32,514

計 255 5,873,440 253 5,807,750 △ 2 △ 65,690

定年 63 1,480,810 57 1,341,063 △ 6 △ 139,747

早期 29 609,956 32 743,556 3 133,600

自己
都合 11 103,334 7 49,359 △ 4 △ 53,975

計 103 2,194,100 96 2,133,978 △ 7 △ 60,122

定年 65 1,495,409 59 1,366,417 △ 6 △ 128,992

早期 10 215,768 9 203,419 △ 1 △ 12,349

自己
都合 8 78,856 12 128,459 4 49,603

計 83 1,790,033 80 1,698,295 △ 3 △ 91,738

定年 3 68,175 2 47,683 △ 1 △ 20,492

早期 1 22,788 2 43,270 1 20,482

自己
都合 1 13,412 0 0 △ 1 △ 13,412

計 5 104,375 4 90,953 △ 1 △ 13,422

定年 19 449,767 17 412,866 △ 2 △ 36,901

早期 9 193,015 9 202,412 0 9,397

自己
都合 5 43,235 1 417 △ 4 △ 42,818

計 33 686,017 27 615,695 △ 6 △ 70,322

定年 334 7,844,971 311 7,298,395 △ 23 △ 546,576

早期 116 2,576,516 123 2,860,425 7 283,909

自己
都合 37 396,731 32 297,807 △ 5 △ 98,924

計 487 10,818,218 466 10,456,627 △ 21 △ 361,591

（１）付託案件の審査

平成２７年度教育委員会関係退職手当の状況

費 目 区分
既決予算額（Ａ） 所要額（B） 補正額（B）－（Ａ）

合 計

事 務 局 費

小 学 校 費

中 学 校 費

高等学校総務費

盲 ろ う 学 校 費

支 援 学 校 費

［資料＿報告①］
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　　　第２号報告　平成２７年度大分県一般会計補正予算（第５号）について

歳入 （単位：千円）

歳出 （単位：千円）

１　処分対象財産
  （１）物件の名称　　六本木ヒルズレジデンス Ｂ棟 １９０５号室
        　            （東京都港区六本木６丁目５０３番地）
  （２）建物面積      １９階部分　専有面積   75.44㎡
　（３）土地面積      16,649.47㎡　敷地権割合　１億分の67,179
    ※ 盲学校第２代校長　森清克氏の孫である森章氏から遺贈された物件である。

２　処分方法等
　　一般競争入札を実施
      　・日　　時  　平成２８年２月２６日（金）午前１１時
      　・場　　所    大分県東京事務所　県人会ホール
      　・参 加 者    ７名（法人のみ）
        ・予定価格　  １４０，７８８，８８０円
        ・落札価格　  １９２，０００，０００円

３　売買契約
        ・契約日　　  平成２８年３月１７日（木）
        ・契約額　　  １９２，０００，０００円

５　売買契約の相手方
  （１）住　所          東京都千代田区飯田橋３丁目１３番１号
  （２）商号・名称等  大和ホームズオンライン株式会社　代表取締役　富樫 紀夫

51,212

積立予定額（A）' 積立額（B）'

積立金

　予定価格と売却額との差額51,212千円を、今回県有施設整備基金に積立

（１）付託案件の審査

140,788 192,000

財産収入 192,000

遺贈物件の処分の状況

予定価格（A） 売却額（B）

140,788

補正額（B）－（A）

51,212

補正額（B）'－（A）'

［資料＿報告①］
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－未来を創る学び推進事業－

平成２８年度 大分県高等学校未来を創る学び推進フォーラム実施要項

１ 目 的 新しい時代の高等学校教育の在り方について、学校・家庭・地域に向けて情報発

信し、共通理解を図る。

２ 期 日 平成２８年７月１日（金）

３ 会 場 県教育センター

４ 対 象 ・公立高等学校の校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導教諭及び教諭等

（校長、副校長、教頭から１名、各学校で授業改善の推進的役割を果たす教諭等

１～２名が参加すること）

・私立高等学校の教職員（１校あたり３名以内とする）

・県内高等学校ＰＴＡ関係者及び学校評議員

（公立高等学校においては、各学校から２名程度参加することが望ましい）

・各教育事務所担当者（１名程度とする）

・各市町村教育委員会（それぞれ２名以内とする）

・小学校、中学校の教職員

５ 日 程

時 間 内 容 場 所

12:00～12:40 受付 講堂前

12:40～12:50 開会行事 講堂

・大分県教育委員会挨拶

12:50～14:00 特別講演 講堂

「新しい時代に必要な学びと人材、そして目指すべき社会像」

＜講師＞元インテル株式会社イノベーション政策推進部長

スーパーグローバル大学創生支援プログラム委員会審査委員

緒方 功治 氏

14:10～15:00 基調講演 講堂

「早稲田大学の入試改革が目指すもの～Vision150に基づく大学教育の

質的転換に向けた取組み～」

＜講師＞早稲田大学入試開発オフィス長・入学センター副センター長

文学学術院教授

沖 清豪 氏

15:10～16:20 シンポジウム 講堂

「自ら探究する生徒の育成に向けて」

＜シンポジスト＞

早稲田大学入試開発オフィス長・入学センター副センター長

沖 清豪 氏

元インテル株式会社イノベーション政策推進部長 緒方 功治 氏

大分日産自動車株式会社 代表取締役 社長 橋本 仁 氏

九重町教育委員会 学校指導員 濱田 淳 氏

大分県立大分豊府中学校・大分豊府高等学校 校長 落合 弘 氏

16:20～16:30 閉会行事 講堂

・大分県教育委員会挨拶

６ その他 県教育センターの一般外来駐車場を利用してください。

［資料＿報告②］
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「高大接続システム改革会議『最終報告』(H28.3.31)」から
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